
 

 

 

 

 

 

  

 単一方位に近いＦｅサンプルの再評価 

 

 

 

 

          分散処理結果 
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概要 

 離散的なＥＢＳＤデータ対応の為、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙに分散処理を追加した。 

   この機能をＧｏｓｓ方位に適用してみます。 

 

ＦｅのＧｏｓｓデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２による極点処理結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘに読み込みＯＤＦ解析 

 

Ｇｏｓｓ以外に１．０以上に方位が認められる。 

 

 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙによりＪｏｂ１のＯＤＦを読み込む 

 

  

 ほとんどの格子点は１．０以下である。１以下の格子点が９５．３％ 

 ｒａｎｄｏｍ成分は含まれていないｒａｎｄｏｍ＝０％ 



分散処理 

 

 

 

Ｊｏｂファイル作成 

 

分散処理 

ＭＴＥＸと同じような処理 

全てのデータをＧａｕｓｓ分布で 

広げる処理を行う。 

ＦＷＨＭ（Ｅｘｔｅｎｔ）を選択 

結果 

最大方位密度は下がるが、ピークが 

広がり、平滑化される。 



作成されたＯＤＦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＪＯｂ１ｔｏＪＯｂ２のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ比較 

 

 

 

 

分散処理してもＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎは同一である。 

ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄはｒａｎｄｏｍを含まないその他の方位である。 

分散処理はｒａｎｄｏｍデータに影響があります。ｒａｎｄｏｍ評価は分散処理前に行ってください。 



入力データとＪｏｂ１再計算極点図Ｒｐ％ 

 

 

Ｊｏｂ１とＪｏｂ２のＲｐ％（分散処理前後を比較） 

 

 


